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[die burgerlic4e Gesellschaft は，ここに物象的〔交通〕 依存の
GeselIscha!tの展開であることによって， i社会的生産有機体 geselI-











この資本世界の公民 (citoyen) 左しての個別諸資本は， それが構成する社
会的総資本との関連で顧みられるとき，その主体的本質が「直接に社会化きれ
た労働 dieunmittelbar vergesellschaftete ArbeitJすなわち「共同的労働



























































マルクスにおける生産諸力む概主について [2) (11) 11 












































ちを非難じているのであるJ C~Misère de la philosophie，立ditionssociales， 
1972， p. 100， ~マルクス・ェ γヶツレス全集』第 4 巻 117ベージ〕。
とのフソレードン的「集合力」理論すなわち「社会一人格 societe-personneJ 
論による「社会的剰余」の「超過価値 mieux-valueJとしての成立の論証。 ζれ


































14 (14) 第 123巻第1.2号
勤労諾個人の「個体的生産諾力 individuel1eProduktionskraftejの結合体，
すなわち「社会的集合(総〕労働者 gesellschaftlicheGesumta r bei tcr jまた









































































































会革命の出発点」だと宣言したR.オーウェンの主張の歴史的真実性を確証した (K.1 529， @ 
797 cL Gr 只o02.III 66:1). 
『資本』では「客体的生産有機体」として規定され， ，自白人の連合」としての「社会的生産




18 (18) 第 123巻第1・2号
この意味において「普遍的労働と共同的労働とは相互に区別されねばならな
い。しかしこの両者は生産過程において，それぞれの役割を果たし，相互に交
















































るυ この分離は マニュファクチ 1 ア分業において発展するのであるが，大
工業において完成する。大工業は科学を，労働から自立した生産力に創りあげ，
資本に奉仕させるのであるJ (Lachatre p.157 cf. K. 1 379 (598)。
























































































マルクスにおける生産諾力の概念について(，) C") 23 
自身の矛盾のエネfルレギツシユな解決の不断の追求士i過邑程に他ならなし、押5町〉
それは'資本の私的力として包摂され物象化している集合(総〕労働者の，
対象的活動における自己解放の不可避的な欲求者，勤労諸個人の人格=身体性内
のうちに宿らさせる。
そこに成立する敵対的自己矛盾としての「生産的労働者の概念J。それは，
そのフソレジョア的発現形態たる資本家的生産様式を，人類発展の必要な，だが
経過的(消滅的〉なー形態として，一段階として，措定する。
5) 不幸なものとしての生産的労働者の規定は，社会的自己意識の非自立性=被申跡り性の，自立性
への転化，己れ自らの物象的被支配性の主体的克服を，それ自らの社会的世望たらしめることを
合意しているむこり意院において， .資本』における「生面的苦働者自概念」は，へ ケゃル『精
神現象学1r自己意識」篇における「不幸な意識」に遠〈呼応している.
